
連  絡  事  項 

 2016 年 7 月 3 日 

滋賀リーグ 1 部チーム 責任者様 

 

滋賀県クラブバスケットボール連盟    理事長 五十嵐 慎久 

一般社団法人滋賀県バスケットボール協会 審判長 渡邉  浩二 

滋賀県クラブバスケットボール連盟    審判長 津田 江利子 

 

E 級審判講習会の開催について 

 

平素は滋賀県協会ならびに滋賀県クラブ連盟事業へのご協力を賜り、ありがとうござい 

ます。 

 さて、表記の件について、下記の通り開催いたしますので、公務ご多忙の折とは存じます

が、各チーム 1名以上ご参加いただきますようお願いします。 

 なお、次年度以降は滋賀リーグ参加チーム全チームにも講習会の参加を義務づける予定で

あることを申し添えます。 

記 

 

１．日時  2016 年 8月 28 日（日） 

 

２．会場  滋賀県立体育館 

 

３．日程  17:00 集合・受付 

      17:15 開講式 

      17:20 講義 

      19:00 閉講式・解散 

 

４．持参品  競技規則書、筆記用具、E 級講習会資料（7/3 配布） 

運動できる服装・シューズ、飲み物等 

 

５．その他 

① 時間通り開始したいと思いますので、時間厳守でお願いします。 

② 原則、申請される方がご参加ください。 

③ チームで、複数人参加されても構いません。 

④ 念のため、保険証をご持参ください。 

 
問い合わせ先： 

H28 講習会担当：津田江利子 



(1)

(2)

(3)

ライセンス制度の意義・⽬的

従来のAA級公認、A級公認、⽇本公認という3段階のライセンス制度から、C級、D級、E級を加えた6
段階制にして審判ライセンスを⼀本化し、JBAおよび都道府県バスケットボール協会の審判登録管理・
推進体制の整備を⾏う。さらには、全国共通のライセンス制度のもとで審判の育成・普及を⾏い、審判
レベルのさらなる向上を図る。

今後の新規⼤会の創設、リーグ戦化構想による⼤会審判の増員の必要性を鑑み、審判未経験者層からの
拡⼤を図る。

⼀定の基準を持ったライセンス取得者による競技⼤会の運営により、競技者に対する環境整備を図り、
競技⼒の向上を推進する。

ライセンス制度の全体像

審判ライセンスの役割と種類

2016(平成28)年度より、公式戦を担当する審判は必要資格を保有していることとします。

JBA公認S級審判
トップリーグ及びJBAが主催・管轄する⼤会を担当することができる。
【適⽤⼤会レベル】B.LEAGUE、WJBL公式戦

JBA公認A級審判
JBAが主催・管轄する⼤会及びブロック協会が主催する試合を担当することができる。
JBA公認A級審判で、特に優れているとJBAが認めた審判については、トップリーグの試合を担当することが
できる。
【適⽤⼤会レベル】全国⼤会

JBA公認B級審判
ブロック協会が主催する⼤会及び都道府県協会が主催する試合を担当することができる。
JBA公認B級審判で、特に優れているとJBAが認めた審判についてはトップリーグの試合を、ブロック協会が
認めた審判についてはブロック協会が主催する試合を担当することができる。
【適⽤⼤会レベル】ブロック⼤会

JBA公認C級審判
都道府県協会が主催する試合を担当することができる。
【適⽤⼤会レベル】都道府県⼤会

JBA公認D級審判
地区、連盟が主催する試合を担当することができる。
JBA公認D級審判で、特に優れていると都道府県協会が認めた審判については、都道府県協会が主催する試
合を担当することができる。
【適⽤⼤会レベル】地区・連盟⼤会

JBA公認E級審判
地区、連盟が主催する試合を担当することができる。
【適⽤⼤会レベル】地区、連盟⼤会

審判

審判
審判新ライセンス制度(2016年度改定)

審判ライセンス取得講習会

審判の登録について

ライセンスの有効期限・更新条件

審判新ライセンス制度(2016年度改定)

公益財団法⼈
⽇本バスケットボール協会 >モバイル >グッズ >リンク >サイトマップ

トップ JBA ⼤会情報 ⽇本代表 選⼿育成 指導者 審判 登録 ニュース フォト 3×3

1/2 ページ審判新ライセンス制度(2016年度改定) | 公益財団法人日本バスケットボール協会

2016/06/30http://www.japanbasketball.jp/referee/licence



S級 A級 B級 C級 D級 E級

JBAは、審判の技術の向上と平準化を図るため、審判ライセンス取得講習会を開催しています。それぞれの講習
会のプログラム修了し、合格者には公認のライセンスが付与されます。

JBA公認E級審判ライセンス取得講習会

主催 都道府県バスケットボール協会

主管 都道府県バスケットボール協会、各地区、各連盟

受講条件 受講年度の4⽉1⽇現在、満12歳以上(⼩学⽣不可)

実施内容

講習会 審査

実技テスト × ×

ルールテスト × ×

フィットネステスト × ×

講義 ○ ×

開催時期・頻度

講習会 審査

時期 4⽉ 翌2⽉ 4⽉ 翌2⽉

頻度 適宜 適宜

受講料 主催・主管の判断により定め、徴収する。

申込⽅法 都道府県バスケットボール協会、各地区、各連盟にお問合せの上、お申込みくださ
い。

登録料/初回事務⼿数料  2,700 (内、都道府県バスケットボール協会分 500円)

資格有効期間 永年

義務研修 不要

申込み・問合せ 都道府県バスケットボール協会

注意事項 ※各都道府県協会によって開催時期が異なりますのでご注意ください。

▲ページの先頭に戻る

審判

審判
審判新ライセンス制度(2016年度改定)

審判ライセンス取得講習会

審判の登録について

ライセンスの有効期限・更新条件

審判ライセンス取得講習会

公益財団法⼈
⽇本バスケットボール協会 >モバイル >グッズ >リンク >サイトマップ

トップ JBA ⼤会情報 ⽇本代表 選⼿育成 指導者 審判 登録 ニュース フォト 3×3

1/2 ページ審判ライセンス取得講習会 | 公益財団法人日本バスケットボール協会

2016/06/30http://www.japanbasketball.jp/referee/course/



E 級審判講習会資料 

1  滋賀県クラブバスケットボール連盟／滋賀リーグ 

はじめに 

 日本バスケットボール協会の審判ライセンス制度改革により、県内大会を含めた公式戦のジャッジは

何らかの公認ライセンスを持った審判員が行うことが求められることになりました。 

 その中で、審判員制度の入口にあたる E 級審判の役割としては、以下のような項目が挙げられます。 

 

□ 1 試合を通して、最低限の試合運営ができること。 

□ 2人で協力し、正しい位置取りができること。 

□ 交代、タイムアウトが認められるタイミングを正しく理解し、試合で運用すること。 

□ 少しずつでも判定力を向上する意識を持つこと。 

 

 E 級審判は必ずしも高い判定能力を求められるということではありませんが、各カテゴリーでの試合

運営がスムーズに進行できるよう、一定レベルの能力を習得してもらうことを講習の目的としています。 

 以上の内容を理解してもらった上で、各チームに最低 1 名、将来的には複数名の E級審判以上の審判

を帯同できるよう取り組みをお願いします。 

 

 

１．服装について 

□ レフリーカッター 

□ 黒のスラックス（＊JBA 公認が望ましい） 

□ 黒のシューズ（出来れば） 

 

 

２．主審と副審 

①審判割当 

主審：審判割当の左側に名前のある方 

副審：審判割当の右側に名前のある方 

例）主審：○○ 副審：×× 

 

②ゲーム開始前にすべきこと 

□ ゲーム開始６分前にスタートチェックをしてもらう。 ＊コーチにサインをもらうこと。 

□ ベンチの管理（登録されていない人や子供等がベンチに座っていないか確認する。） 

□ ゲーム開始３分前に笛を鳴らす。 

□ ゲーム開始１分 30 秒前に笛を鳴らす。（ハーフアップを終了させる） 

□ 副審は両チームが出てきたらスタートチェックをする。 

 

[1-A] 

東西クラブ 南北電機 

T.O. 上下産業 

○○ - ×× 



E 級審判講習会資料 

2  滋賀県クラブバスケットボール連盟／滋賀リーグ 

３．審判の動き方 

①試合開始 

リード・オフィシャルとは… 

エンド・ラインに位置する審判 

トレイル・オフィシャルとは… 

フロント・コートで、バスケットに向かって左側のサイド・ラインの近くに位置する審判 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケース１ ボールが副審の右側へ進められたとき 

１．タップされたボールが副審の右側へ進められたときは、副審は、ボールと同じ方向に動き、ボール

に先行してエンド・ラインまで移動し、リード・オフィシャルのポジションを占める。 

２．ボールをトス・アップした主審は、少しの間サークルの中にとどまってプレイを見守る。 

３．ボールのコントロールが変わったり、プレイの進む方向が変わったりしたときでも、両審判はいつ

でも方向を変えて対応し、トレイル・オフィシャルはリード・オフィシャルに、リード・オフィシ

ャルはトレイル・オフィシャルになってそれぞれの責任を果たさなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケース２ ボールが副審の左側へ進められたとき 

１．タップされたボールが副審の左側へ進められたときは、副審は、ボールと同じ方向に動き、ボール

に先行してエンド・ラインまで移動し、リード・オフィシャルのポジションを占める。 

２．ボールをトス・アップした主審は、少しの間サークルの中にとどまってプレイを見守る。プレイが

サークルから離れてからプレイヤーの妨げにならないようにコートを横切ってテーブル・サイドに

移動して、トレイル・オフィシャルのポジションを占める。 

トレイル・オフィシャル

リード・オフィシャル 

主審 

副審 

それぞれの審判員は左記の 

L 字のラインについて判定の 

責任を負う。 

T.O. 



E 級審判講習会資料 

3  滋賀県クラブバスケットボール連盟／滋賀リーグ 

３．ボールのコントロールが変わったり、プレイの進む方向が変わったりしたときでも、両審判はいつ

でも方向を変えて対応し、トレイル・オフィシャルはリード・オフィシャルに、リード・オフィシ

ャルはトレイル・オフィシャルになってそれぞれの責任を果たさなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ローテーション 

審判が同じチームを吹き続けることがないように、リード・オフィシャルがファウルを宣した後にリー

ドとトレイルが入れ替わります。 

 

③フリー・スローの位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．24 秒ルールの確認事項 

24 秒ルールの確認事項（１） 

「バックコートからスローインが行われる場合」でボールをコントロールしていたチームに引き続きス

ローインのボールが与えられる以下の事象のとき 

・ボールがアウトオブバウンズになったとき 

・ボールをコントロールしているチームのプレイヤーの負傷 

・ジャンプボールシチュエーション 

・ダブルファウルが宣せられた場合 

24 秒計は「そのまま」継続 

 

 

主審 

副審 

リード・オフィシャル 

トレイル・オフィシャル

シューター 

T.O. 

トレイルはバスケットに向かって

左側のフリースローラインと 3P ラ

インが交わる場所に位置する 



E 級審判講習会資料 

4  滋賀県クラブバスケットボール連盟／滋賀リーグ 

24 秒ルールの確認事項（２） 

「バックコートからスローインが行われる場合」でボールをコントロールしていたチームに引き続きス

ローインのボールが与えられる以下の事象のとき 

・ボールコントロールしている相手チームのファウルやヴァイオレイ

ションが宣せられた場合 

・ボールコントロールしている相手チームに原因がある理由でゲーム

を止めた場合 

・審判がどちらのチームにも関係の無い理由でゲームを止めた場合 

24 秒計は「24 秒」にリセット

 

24 秒ルールの確認事項（３） 

「フロント・コートからスローインが行われる場合」 

・ボールがアウトオブバウンズになったとき 

・ボールをコントロールしているチームのプレイヤーの負傷 

・ジャンプボールシチュエーション 

・ダブルファールが宣せられた場合 

24 秒計は「そのまま」継続 

・シュートがリングに当たって、オフェンスチームがリバウンドを 

取った場合 
24 秒計は「14 秒」にリセット

 

24 秒計の残り時間 事象 操作 

14 秒～24秒 DF ファウル、キックボールのときは 24 秒計は「そのまま」継続 

1 秒～13 秒 DF ファウル、キックボールのときは 24 秒計は「14 秒」にリセット

 

５．交代・タイムアウトについて 

事象 タイムアウト 交代 

ヴァイオレイションのとき どちらのチームも可能 どちらのチームも可能 

ファールのとき どちらのチームも可能 どちらのチームも可能 

シュートが入ったとき 
シュートを決められた 

チームのみ可能 
不可能 

最後のフリースローが入ったとき どちらのチームも可能 どちらのチームも可能 

＊第 4クォーターおよび各延長時限の残り 2分を切ってからは、シュートが決まった際もオールタイマ

ーがストップする。(第 4Q 残り 2 分を切ってからは、2回までしかタイムアウトは取れない。) 

「第 4クォーターおよび各延長時限の残り 2分を切ってから」 

事象 タイムアウト 交代 

シュートが入ったとき 

シュートを決められた 

チームのみ可能 

(ただし、相手チームのタイムアウ

ト、交代が認められた場合はシュー

トを決めたチームも可能) 

シュートを決められた 

チームのみ可能 

(ただし、相手チームのタイムアウ

ト、交代が認められた場合はシュー

トを決めたチームも可能) 

 


